
（様式１） 

県立常陸大宮高等学校【総合的な探究の時間の全体計画】（令和６年度） 

 

                                 

                         
 

 

○外部機関との連携･･･専修学校や大学等の上級学校との連携や企業との連携。 

○家庭と連携･･･職業探究等において、身近な社会人へのインタビューを行う。 

○地域との連携･･･地域に存在する探究活動に必要な人的・物的資源を活用し、学習活動の場を広げ、地域との連携を深める。 

○校内研修の充実･･･共通理解を持ち、円滑に授業を進めていくために、授業の進捗状況の確認や、指導方針・評価の観点などについて適宜確認する。 

○適時・適切な対応 

○チーム対応 

○生徒の状況の把握 

 

 
・全教員が携わることで、様々な探究課題に対して、専門知識を生かしたきめ細やかな指

導を行う。 

 

・所属学科の特色を生かし、社会の諸課題を解決できる能力を身に付ける。生涯にわた

り、社会との関わりを踏まえた見方・考え方を自在に働かせることができる能力を身に

付ける。 

 

・学習内容やテーマに応じて学習形態（個別・ペア・グループ）を適宜設定し、効率よく

学習する。 

 

・課題の解決に向けて生徒同士で話し合いを行うことで、自分の考えを整理・表現する

力、および他者の考えを理解する精神を養う。 

 

・必要な情報を収集するために、文献やインターネットなど様々なメディアを活用する。 

 

・学科の特性を生かし、ものづくりや実践的な体験を通して、課題を解決し社会に貢献で

きる能力を身に付ける。 

 

・探究したテーマを他者に伝える手法について、グループ発表、クラス発表、全体発表と

段階を踏んで経験し、プレゼンテーション能力を高める。また、発表していく中で、パ

ワーポイントやポスターセッションなど様々な手法を学ぶ。 

 
 
【知識及び技能】 
・各教科で学んだ基礎的・基本的な知識及び技能と、探究テーマに多角的・俯瞰的にアプ
ローチしていくなかで、必要な情報を収集・整理したり、仮説を立てたり、経過や結果
を検証したりしながら習得した知識及び技能を相互に関連づけ、探究を深めることがで
きる。 

 
【思考力、判断力、表現力等】 
・課題解決のため、必要な情報を精選しながら収集し、整理・分析し、自らの考えを論理
的にまとめ、資料を作成して他者に説明・発表することができる。 

 
【学びに向かう力、人間性等】 
・豊かな心やチャレンジ精神を持ち、社会との関わりを踏まえ、探究活動を行うことがで
きる。 

目標および育成する資質・能力 

 

がｌｔ 

 

 

 

・自己肯定感を高めてほしい生徒がいる。 

・自発的に行動できるようになってほしい生徒がいる。 

・ソーシャルスキルを向上させてほしい生徒がいる。 

・主体的に活動できるようになってほしい生徒がいる。 

生徒の実態 

・多様なことに興味・関心を持ち、多角的な視点で物事

を考えられる生徒。 

・コミュニケーション能力の高い協調性のある生徒。 

・他者を理解し行動できる思いやりのある生徒。 

・自ら課題を見つけ、積極的に行動できる生徒。 

目指す生徒の姿 生徒の発達をどのように支援するか 

○配慮を必要とする生徒への指導 

 

 
・探究することで得られた知識や技能を、社会との関わりを踏まえた視点を持ち、多様な
場面で活用することができている。 

・社会の変化やニーズを的確に把握し、新たな課題を主体的に解決する手立てを見いだし
ている。 

・他者を理解して互いに高め合い、地域や社会に貢献することができている。 
 
【評価】 
○探究活動やその過程を蓄積及び整理し、テーマごとに発表する機会を設け自己評価を行
うとともに、生徒間の相互評価も行う。 

○探究活動の過程や深まり、自己評価の反省を生かせているかなどを、活動状況やその記
録、発表資料や内容等から、総合的に評価する。 

 
 
(1) 一人ひとりの個性を生かし、学ぶ意欲や創造性を育む。 
 
 (2) 豊かな人間性や社会性を育む。 
  
(3) 健やかに生きるための丈夫な身体を育む。 
 
 (4) 産業社会の発展に貢献できる力を育む。 
 

学校の教育目標 

 

がｌｔ 

 

 

 

第 1 目標 

 
 探究の見方・考え方を働かせ、横断的・総合的な学習を行うことを通して、自己の在り方生き方を
考えながら、課題を発見しよりよく解決していくための資質・能力を次のとおり育成することを目指
す。 
 （1） 探究の過程において、課題の発見と解決に必要な知識及び技能を身に付け、課題に関わる概

念を形成し、探究の意義や価値を理解するようにする。 
 （2） 実社会や実生活と自己との関わりから問いを見いだし、自分で課題を立て、情報を集め、整

理・分析して、まとめ・表現することができるようにする。   
（3） 探究に主体的・協働的に取り組むとともに、互いのよさを生かしながら、新たな価値を創造

し、よりよい社会を実現しようとする態度を養う。 

 

 

総合的な探究の時間の第 1の目標 

 

 

 
 
 
 
１学年 
自己分析や職業探究を通して、社会の変化に対応できる進路の在り方について探究する。 

(1) 探究の見方や考え方、進め方を身に付け、課題の発見と解決に必要な知識と技能を身に付ける。 
(2) 必要な情報を集め、整理・分析する力を身に付ける。 
(3) 互いを尊重し、主体的・協働的に取り組むとともに、よりよい社会を作り出そうとする態度を養

う。 
 
２・３学年(普通科) 
自分が将来携わりたい業界の抱える多様な課題について、解決法を探究することで主体的に取り組

む態度、多様性を享受する心を養う。 
(1) 課題解決に向けて、どのような情報が必要で、どう収集するのが適切か考え、分析を行うととも

に、収集した情報を活用する能力や教科横断的な見方・考え方を身に付ける。 
(2) 自ら設定した課題について体系的・系統的に理解するとともに、課題を解決する活動を通して、

社会における多様な問題に関心を持ち、よりよい社会を形成するために自身が貢献できることは
何かを意識して生活していく姿勢を身に付ける。 

(3) 自ら設定した課題に対して、解決策について探究し自らの考えを発表する機会を設け、多角的な
視点や言語力、表現力など幅広いスキルを身に付ける。 

(4) 社会の創造と発展に主体的かつ協働的に取り組み、自ら学び自ら課題を解決する主体的態度と能
力を身に付ける。 

 
３学年（工業科） 
主体的に探究する態度を、ものづくりやプログラミングの開発等を通して身に付ける。 

(1) 工業の各分野について体系的・系統的に理解するとともに、ものづくりやプログラミングを通し
て社会に貢献できる能力を身に付ける。 

(2) 工業に関する課題を発見し、解決策を探究するとともに、学んだことや自らの考えを発表する機
会を設け、プレゼンテーション能力を高める。 

(3) 工業界の創造と発展に主体的かつ協働的に取り組み、自ら学び自ら課題を解決する主体的態度と
能力を身に付ける。 

 
３学年（商業科） 
主体的に探究する態度を、商品開発、販売実習等を通して身に付ける。 

(1) 商業の各分野について体系的・系統的に理解するとともに、実践を通して社会に貢献できる能力
を身に付ける。 

(2) ビジネスに関する課題を発見し、解決策を探究するとともに、学んだことや自らの考えを発表す
る機会を設け、プレゼンテーション能力を高める。 

(3) ビジネスの創造と発展に主体的かつ協働的に取り組み、自ら学び自ら課題を解決する主体的態度
と能力を身に付ける。 

総合的な探究の時間の学習評価 

・多様な実態を踏まえ、個々が抱える課題に応じ

たきめ細やかな指導を行う。 

 

・教員間の連携を密にし、情報の共有および共通

理解のうえで、組織全体で一丸となって対応す

る。 

 

・SCや SSWなどと連携し、個に応じた適切な支援

を行う。 

探究活動を通して育成を目指す具体的な資質・能力 
学習活動、指導方法等 

指導体制（環境整備、家庭・地域との連携） 


